
鳴水小学校学校通信    「○なんでもよく考え、○るールを守り、○みんな笑顔で、○ずーと仲よし 鳴水っ子！！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

地域で避難訓練・防災教育 
能登半島地震から２週間が過ぎましたが、これまでに２２０人以上の方が亡くなり、今も２０数

名の方が行方不明となっています。そして、石川県内では、約２００００人の方が避難生活を送っ

ており、多くの地域では、ライフラインが復旧していません。そのような中で、本校では年度当初

から計画していた「地域の方との防災訓練・防災教育」を１月１２日（金）に実施いたしました。 

【学校における防災教育のねらい】 

〇 災害時における危機を認識し、日常的な備えを行うとともに、状況に応じて、的確な判断の

下に、自らの安全を確保するための行動ができるようにする。 

〇 災害発生時及び事後に、進んで他の人々や集団、地域の安全に役立つことができるようにす

る。 

〇 自然災害の発生メカニズムをはじめとして、地域の自然環境、災害や防災についての基礎的・

基本的事項を理解できるようにする。 

※地震が発生したと想定して、運動場に避難した後、各学年で防災について学びました。 

【各学年の様子】 

〇１・２年生・・・防災グッズクイズ、スリッパづくり 

 

 

 

 

 

 

 

〇３年生・・・消防車見学 地震でできなくなることクイズ 知恵と工夫クイズ  
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北九州市立鳴水小学校  

文責 梶原 秀朗 

令和６年１月１７日（水） 

【学校教育目標】 

かしこく（まなびの花） 
心豊かな（おもいやりの花） 
たくましい（げんきの花） 
子どもの育成 

消防団の方から、消防車の仕組みを教えて

もらいました。 
地震でできなくなることクイズ 

防災グッズクイズ挑戦中 

地域の方に教わりながら、新聞

紙でスリッパを作りました。 



〇４年・・・仮設避難所設営・体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇５年・・・地震体験車や仮設避難所の体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇６年・・・東日本大震災を体験された方の話 避難食体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎大谷選手からのグローブが届きました!! 

大谷翔平選手から全国の小学校へ寄贈された 

グローブが、１１日に市内の小学校へ配布され 

ました。 

 １７日の給食時間に、大谷選手の手紙を放送 

で全校に紹介した後、活用方法については、検 

討してまいります。一人でも多くの子どもたち 

が、見て触って、使ってもらいたいと考えてい 

ます。 

「鳴水っ子のみなさん、野球しようぜ。」 

震災後の暮らしについて 非常食を試食中!! 

震度７を体験中!! 
避難所でできることは・・・ 非常用トイレ等 

役所の方に教わりながら設営中 仮設避難所体験中 
左・授乳用テント 右・要配慮者

専用テント 


